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文学部入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー） 

入学者に求める知識・技能・態度・体験 

・知識 

高等学校を卒業するのに必要な単位を修得済であること、もしくはそれと同等の知識を有する 

こと。 

・技能 

授業を理解し、調査・分析・発表・討論を行うために必要となる日本語の能力を有すること。コ

ンピューターの基本ソフトをある程度操作できることが望まれる。「英語」に関しては、読む、書く、

話す、聞くといった能力を高等学校で十分に身につけておくことが必要である。 

・態度 

文化の差異・性別・しょうがい等に対して偏見をもたず、さまざまな文化背景・生活体験を有す

る人たちと良好な人間関係を構築し、協働的に活動できる素地があること。また、言語・芸術など

人間の営為全般に関する興味・関心があり、それを学問的に探究する志を有すること。 

・体験 

これまでの体験の意味を深く考え、それを今後に生かしていこうとする気持ちを持つことが望

まれる。体験の内容は問わない。 

入試種別の目的 

１．一般入試 

本学ならびに文学部の教育研究上の目的(立教大学学則第 1 章第 1条 2項 別表７参照。

以降同様。)を理解し、文学部での教育を志望する者に対して、高等学校における教科・科目の

学習の達成度を測り、選抜することを目的とする。 

２．大学入学共通テスト利用入試 

本学ならびに文学部の教育研究上の目的を理解し、文学部での教育を志望する者に対して、

高等学校における教科・科目の学習の達成度を、大学入学共通テストを利用して測定し、選抜す

ることを目的とする。 

３．自由選抜入試 

志望する学部に関連した高い能力をもつ者、あるいは学業以外の諸活動の分野に秀でた個

性をもつ者で、本学ならびに文学部の教育研究上の目的を理解し、そこで学びたいという熱意

を提出書類及び面接等の内容により多面的・総合的に評価し、選抜することを目的とする。 

４．アスリート選抜入試 

スポーツ競技の実績が優秀であるだけでなく、人格的にも優れ学業に対する高い意欲をもつ

者を、競技実績や提出書類、小論文、面接等の内容により多面的・総合的に評価し、選抜するこ

とを目的とする。 
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５．外国人留学生入試 

国際交流の一環として、交換留学制度とは別に、本学での教育を希望する外国人留学生を選

抜することを目的とする。書類選考による募集制度により、外国人留学生を、提出書類および日

本留学試験の成績等の内容により、多面的・総合的に評価する。 

６．指定校推薦入学 

文学部が自らの教育研究上の目的に基づいて、特色ある教育を行っている高等学校を指定

したうえで、文学部の教育研究上の目的を理解し、文学部が定める一定の学力を有する者を高

等学校長が推薦し文学部が受け入れることを目的とする。 

７．関係校推薦入学 

日本聖公会に所属する高等学校を対象として、本学ならびに文学部の教育研究上の目的を

理解し、キリスト教に基づく教育を継続して学びたいという意欲のある者を高等学校長が推薦し

本学が受け入れることを目的とする。 

８．学校長推薦による入学（NEXUS） 

NEXUS プログラム日本語集中履修期間のカリキュラム内容ならびに２学期目以降に接続す

る文学部カリキュラムにおける教育研究上の目的に基づいて、特色ある教育や言語教育を行っ

ている外国の高等学校を指定したうえで、次世代に繋がるグローバルな協働共生について日本

語コミュニケーションを通じ実践する姿勢を持ち、かつ文学部の教育研究上の目的を理解し本

学が定める一定の学力を有する者を当該の高等学校長が推薦し文学部が受け入れることを目

的とする。 

入学前学習 

REO（Rikkyo English Online）を利用した英語学習を課している。指定校推薦、関係校推

薦、アスリート選抜入試、自由選抜入試、外国人留学生入試合格者に対しては、推薦図書に関す

る読書感想文の提出も求めている。 

 


